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横浜市内のモーテルに発生
　　　したダニについて

M量te　Explosion　in　a　Motel　of　Yokohama

青木　淳一＊

Jun－ichi　AOKI＊

　1985年6月，神奈川県横浜市鶴見区内のあるモーテ

ルにおいて，ダニの大発生があった。建物内のダニ発

生については，一般家庭，学校，映画館，倉庫などの

例が報告されているが，モーテルの例は始めてであっ

たので，同年7月初旬にそのモーテルに赴き，調査を

行なった。

　モーテルの構造は鉄筋コンクリート3階建であり，

2階と3階が客室となっていて，合計24室ある。1985

年4月に完成，営業を始め，同年6月27日にダニが発

見された。掃除人の話によると，24の客室全室に発生

しており，毎日手ぼうきで掃き集めて処分しても，翌

臼はまた多数のダニが見られたという。
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　筆者が調査に行った日にも，多くの客室にダニがみ

られた。ダニはベッドや床上にはほとんど見当らず，

枕もとの鏡の前の台の上に数振頭が発見され，その火

部分は生きて這いまわっていた。また，洗面所の鏡台

の上にも多くのダニが見られた。ダニが見いだされた

場所には，同時に微小な甲虫の一種（多くは死体）が

多数発見された。

　約300頭のダニを採取して持ち帰り，検鏡して調べ

たところ，ヤドリダニ目カザリダニ科に属するマツノ

カザリダニκ♂θ9用α聰ガoρガηガco♂αISI－IIKAWAであるこ

とが判明した。本種は体長0．4m皿内外，淡褐色のダニ

で，現在の知見では日本特産，本州・四国に分布し，

自然界の落葉や腐葉土の中に自由生活を営み，他の微

小な虫を捕食していると考えられている。いわば，＝L

壌性のダニ類の一種であり，このような種が，なぜ

モーテルのような建造物内に大発生したのか，櫨めて

異例なことと思われ，興味深い。一般に，家屋内のダ

ニの大発生においては，コナダニ類あるいはヒョウヒ

ダニ類が中心であり，それらを捕食するツメダニ類や

ヤドリダニ類が少数ながらそれに加わってくるのがふ

つうである．今回のケースのように，捕食者であるヤ

ドリダニ類の一種だけが大発生したという例は知られ

ていない。このダニの餌となるであろうコナダニ類が

いないか，室内や板壁の裏などを調べたが，コナダニ

類の発生はみられなかった。では，このマツノカザリ

ダニは何を栄養源として，このような火繁殖をしたの

であろうか。

　現段階で考えられることは，次のとおりである。ダ

エと鋼時に発見された微小甲虫は，帝装化成株式会社

虫害研究室の田中和夫博土にお願いして調べていただ

いた結果，ヒメマキムシ科に属するクビレヒメマキム

シCα吻4g紹coη3朗。如HUMMELであることがわかっ

た。この甲虫はカビを食するものであることから，お

そらく新築間もないモーテルのコンクリートの水分に

より，壁の裏鰯部分にカビの発生を招き，そのカビを

栄養源としてクビレヒメマキムシが繁殖し，そg卵あ

るいは幼虫を餌としてマツノカザリダニが増殖したと

考えられる。

　このような甲虫とダニが特にモーテルに火発生した

理由としては，建物の性質上，太陽光の取り入れ，通

風などが，他の建物に比べて少なく，蜜内の湿度が高

まっているためと思われる。


